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内 容 梗 概

MARS【101座席予約システムほ,ほかに例を見ないまったく新しいシステム構成と技術開発を行なっで完成

されたものである｡

ここでほ本システム建設Ⅰ二事の経過を各システム構成Fi‾7せごとに詳述し,またシステム運営に関係する人員

の養成経過についてもふれ,大規模なオンライン･リア′レクイム･システムが完成された過程を明らかにした〔

1.緒 口

国鉄の座席予約自動システムほ大規模かつ復雑なうえ,種々の点

で新機軸が多くとり入れられている｡このようなシステムの構想と

計画実施の模様,また必要な付帯設備の状況,最後に使用開始に至

る経過などについて述べるT

2.建設工事経過概要

国鉄では,昭和3ニi年度にMARS-1と称する庵麻子約用の電一千計

算機の試作を行ない,柴34年虔に実用化に成功した｡しかしこjt

ほ限られた列車の簡単な座肺予約業務を行なうものであ/-,て,エレ

クトロニクス技術上は,ほなほだ在要な成果ではあったれ 国鉄の

座席予約制度の見地から不満足なノ.まが多く,全国的規模において予

約業務を自動化するためにほ優々の機能上の要望があった｡すなわ

ち取扱列車の種類が多く,梓席数が大量でそれらが変化するため,

それに応じうるフレキシブ′しなシステムであることが必要であるほ

かに,窓H事務の近代化という観ノなから切符の直接的な日動巨Ij刷と

か,料金の自動計算などが要求された｡

昭和35年度に悶鉄桃内外の関係者により委員会を構成して,これ

らの要望を満たすシステムの検討を行なった結果,基本的な構想が

えられ,これがMARS-101の基礎となったっ

昭和36年度のはじめ日動化の第1期]二事に対する設備投資がき

まった｡この+二者内容ほ主として東計乗車券センタの作業を日動化

するR的で,取扱列車は東京都内駅発の下f)特急,寝台列車などと

し,余力があれば上り列車の一流も収容するという計画であったっ

このような複雑なシステムのプ己成のために関連する各種の施策を

含めて計画全体を管理するため,システム工学でいうプロジェクト

管理計画が直ちに作成された｡続いて必要なことほ技術上および制

度上についてシステムの性能の細部を決めることであった｡

前記の基本的構想はきわめて大まかなもので,こjtを基礎として

予約業務の制度上および運用上の見地から詳細な検討を継続的に行

なった(座席予約業務というのほ原則的く･こほルールどおりのマスの

作業であるり しかしかなり変則｢t勺な面もあってこれが日動化の難ノ烹

となる｡そこで従来の予約制度･規程･慣例などについて再検討し,

旅客および取扱者が不利･不便とならない限り自動化のためにそjt

を改定する必要があったっ特殊な切符様式の制度JP紹台車の表示変

更などがそれである〔しかし一方にほ一千約制度上の要求と自動化技

術上の利点とが相反し,その調整に戸■i:心した山も多い(

*
日本国有鉄道

このようにして36年末にほ早くも座席予約日動システムの基本

仕様苔をほじめ中央処理装鼠端局装置など一連の仕様書を作成し,

続いてこの契約が日立製作所との間に結ばれた〔

端局装置の仕様が定まると,その性能に基づいて窓口条件を考慮

して取扱能力が算定され,中央装置の処理能力と収容列車とから端

んi)装琵の所要台数が決まる｡他方,駅における指定券の発売実績な

どにより具体的な設置個所が定められた〔実際_Lは予算の制約もあ

/つて,台数ほ83≠｢で主として東京都内に配置され,地方には主要

な乗車券センタの中継用端局が置かれることとなった｡

端局装置の配置が定まると伝送路が設計された｡伝送方式は一般

の50ポーのものをそのまま踏襲することがすでに方針的に定まっ

ていた｡長距離回線にはSHFiこよるF.S搬送電信方式を新設し,

近距離では有線搬送電信またはケーブル方式を採用した｡これらの

同線偶成ほ37年3月末までに完アし,調歩ひずみなどの特性につ

いては実測により検討し確認した｡

中央処里旦装置の電源ほ電圧,周波数ともに変動がきわめて小さく

抑えられ,クレーマー方式のMGで安定化が図られるとともに停電

対策とMGの検査予備としてEGをおいた｡このEGも安定なこと

が要求された｡これらのMGとEGはともに中央処理装置と速けい

した動作をするために必要な制御検構が開発されて用いられた｡

拝庸子約業務では,予約状況を車掌に通知する業務がある｡自動

システムでこれを行なうために中央処理装置よりこの情報を取り出

し始発駅に伝送する方式が制定された｡伝送方法には50ポーチレ

プリンタ系が用いられ,終端では能率的かつ高速度で通知書を作成

できる特殊な印刷機が開発された｡

昭和37年度には端局装置が一部設厚され,移動測定架により局

部試験が行なわれ,さらに東京試鉄案との間に回線を含めて動作試

験が行なわれた〔

小央装置の設置場所ほ秋葉尉こ決定し,37年度はじめから建物が

右上された｡同年12月から中央装置の各機器が搬入設置され,調整

L事は38年1月より開始された｡

MARS-101ほプログラム内蔵方式であり,プログラムの開発は

=ト要な作業であった〔東京電気工事局に専任のプログラム係が設け

られ 日立製作所と協力して,精力的に推進してきた｡38年9月

にはリアルタイムプログラムが完成し,端局操作による予約処理が

成功した〔以来復雑な各種プログラムが順次完成し,その都度試験,

調整な行なっている｡38年12月までにほ必要なプログラムがほと

んど完成したっ

この装置の実際使用に当たってほ端局･中央装置ともに制度上の
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機能をよく理解し,機器の操作に十分なれる必要があるので,取扱

者の訓練は重要な事項であった｡このため38年9月以来,第1次

から第5次にわたり簡単な操作から順次復離な操作へと訓練が行な

われてきた｡

このようにして,1‾二事着工以来満2筒年あまF)で使用開始の運び

となったのであるぐ

3.電信回線網

3.1電信回線方式と構成方法

電信回線方式ほ,MARS-1の使用実績と信煩鼠経済性などの検

討の結果,従来から一般に用いられている50ボーの通信速度の専

用回線系を構成することが得策であるという結論が(座席予約通信

系研究委員会において)得られた｡この方針に詐与って回線網計画が

たてられ実行に移された｡

具体的な回線種別ほ近距離はケーブルによる±20mAの単向中

信方式とし,中距離ほケーブル搬送電信(例外として裸線用搬送電

信もある)またはSHF搬送電信方式,長距離はSHF搬送電信方式

によった｡搬送電信にはほとんど新形のFS式トランジスタ形を用

いたが,既設テレプリンタの関係で一部旧形のAM方式によったと

ころもある｡

次に回線網設計としては座席予約用端局装置の配置計担如こ基づき

集線･集信機能を十分に活用して回線数の節約を図る一方,1守来の

回線増見込みなども考慮して妥当な回線数を定めた｡

交通公社に設置された匪庸子約端局装置に対しては,そのほとん

どが国鉄用地から離れた市街地にあるので電電公社の回線を旧印す

ることにした｡

3.2 電信回線の品質

座席予約自動システムの行なう業務内容からいって,システムの

信煩性にはきわめて強い要求がある｡システムを構成する各部は均

衡のとれた値を保持することが望ましい｡電信符号の誤り防止に対

してはパリティチェック方式をとることとし,これにより十分でか

つほかの部分とバランスのとれた信頼度が期待できるとされた｡た

だしパリティチェックの機能は中央処理装置,予約用端局装置に取

i)付けるので,電信回線自体には格別の手当ほ施されない｡

次にこの回線網の構成は全国にわたるので搬送電信の多区間接続

が行なわれることとなり,この場合リレー中継接続に伴うひずみの

累積が問題となる｡これについては,実際の構成について調歩ひず

みの測定を行ないこれが解析を行なった｡

今回の構成はFS搬送電信が最大3区間であるがリレーのトラン

ジスタ化などにより著しく調歩ひずみも減少し,かなり多数の測定

結果のうち最悪値として12%が若干あったがおおむね±10%以内

で,十分使用に耐えることが実証された｡

3.3 遅延時間の測定

座席予約中央処理装置の設計上,電信回線による符号伝送の遅延

時間が必要となるので,実際の回線について測定を行なった｡特に

搬送電信機の帯域ろ波器の帯域幅が狭いので,この部分での遅延が

最も大きな割合を占めたっ

測定は東京･門司間,東京･鳥栖問および東京･鹿児島間で行ない,

ろ波器ほ1個9.5ms,SHF伝凧ま0.0033ms/km,裸線伝播は,0.0035

ms/kmが得られた｡これらの基礎数字により将来の回線を考慮し

て伝播時間を推定し,計算機の設計に役‾1ヒたしめた｡

4.中央装置の設置

4.1システムの構成およびレイアウト

MARS-101のシステム構成(中央装置関係)は次のとおりであ

る｡
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第2図 機 器 配 琵 図

(1)統制処理処理装置(MPC)

(2)座席ファイル制御装置(SFC)

(3)牌賭ファイル用磁気ドラム装置(SFD)
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(4)磁気テープ制御装置(MTC) 2組

(5)磁気テープ装置(MTH) 8台

(6)高速度印刷機制御装置(HSPC) 1組

(7)高速度印刷株(HSP) 2台

(8)制御卓(CC) 1組

(9)入出力装置(Ⅰ6D) 2台

(10)光電式テープ読取棟(PTR) 1台

(11)送受信制御装置(TRC) 1組

(12)電信交換機(EX) 1組

上記各機器の接続系統および機器配置をそれぞれ第1囲および弟

2図に示す｡

中央装置を収容する建家は,地下1階,地上2階の鉄筋の達家で,

地階は電源毒,1階は事務室およびAGT室,2階ほ梗概室となっ

ている｡梯械室の床面蹟は約300m2あるが,その仕様は次のとお

りである｡

(1)床の強度および構造

床の頻度は平均荷重1t/m2に耐えるよう設計された｡その構

造ほコソクリート面から次の順で組み立てられている｡

(a)大引(3寸角)30cm間隔で並べコンクリートに肘定｡

(b)ネダ50cm間隔で大引に垂直に並べる｡

(c)杉板

(d)ベニヤ板

(e)アスタイル

ただし荷重オーバのためSFDに鉄板が引いてある｡
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(2)部屋の使用区分

仕事の性格から計算機室,操作室および交換枚室に分離し,各

室は硝子張りで区切られている｡

(3)磯器の配置

各室の機器の配置は舞2図のとおりであるが,主磯器室のうち

TRCおよびMPCは常にオペレータの監視のもとに置かねばな

らないため,TRCとMPCの操作盤(ランプ表示,キー,ボタン

など)は操作室より監視できるような配置となっている〔また操

作室のCCはガラス越しに,TRCおよぴMPCが見える位置に計

算機室に向けて配置してある｡MTHはオペレータが常時運用す

るので操作室に置かれているっ

4.2 中央装置の総合調整

中央装置ほそれぞれ一部を除き,工場における単体調整を終え,

36年12月下旬に搬入され,据付工事は37年1月末(電信交換機ほ

5月末)に完了し,37年2月より各機器の精密試験および各棟器連

動の総合調整にほいった｡総合調整の工期は37年2月より12月末

までであるが,大きく分けて楼器の総合調整およびプログラムの試

験(システムプログラムの試験およびプログラム作成,デバッグ)に

大別される｡機器の総合調整は工期の前半で行なわれ,後半にプロ

グラム試験が施行された｡

MARS-101は全く同一の処理装置が2系統(SI,SlI)あるた

め,1系統ずつそれぞれ独立にシステム試験およぴプログラム試験

を行なうことができる｡プログラム試験はもちろん機器の総合調整

が完了したあとでなけjlば施工できないため,当然その完了時点が

7月以降に持ち越されたわけであるが,7月以降約6箇月間(実際に

は11月,12月にはいって運用試扱が断続的に施行されたため,プロ

グラム試験の時間はかなり削減された)にリアルタイムプログラム,

マニュアル操作プログラムおよび統計プログラムなど約25,000語

のプログラム試験およびデバックを行なうことほ時間的に非常にき

つい工程である｡このため,1日24時間を昼夜の2段切替とし,S

IX2,SⅡ×2の計4システムの運用でプログラム試験の完成を期

した｡このため試験にたずさわる人間のやりくりは当然のこと,工

程に合わせた試験項目と人間との対応づけには相当苦労した｡プロ

グラム試験はそのプログラム作成に当たった関係者以外のものでほ

むずかしいので,担当者が1人でも欠けるとどうにもならなくなる｡

ことにリアルタイムプログラムについては,一つのプログラムでも

制御プログラムあり,データ処理プログラムありで,何人かの合作

となる場合が多いので,だれかが故障しても完成しない｡今度のプ

ログラム試験に当たっては日立製作所,日本国有鉄道それぞれ担当

をきめてその範囲内で連絡をとりながら試験を行なった｡今考えて

みるとよくぞがんばったと思う｡試験開始当初は金物屋,プログラ

ム臣それぞれいたって元気のあった老が長時間の非常勤務体制に口

数も少なくなり,黙々と与えられた仕事に打ち込んだ姿は涙ぐまし

いものがあった｡

システムの完成は金物とプログラムは車の両輪であって,その両

輪がきしむことなくスムーズに動いてこそ完成と言えるのであっ

て,工期の前半は金物星が,後半はプログラム屋が苦労したわけで

あるが,後半においてもなにか障害にぶつかるとプログラムを疑う

と同時に金物を疑ってみることもあって,金物屋はそのたびに犯人

扱いされ,結果はプログラムの虫だったということもあって,プロ

グラム屋,金物屋の意見衝突がたまにあったことも今思えば笑い話

しである｡このような状態で作業は進められたが,きつい工程の中

での作業であるため工程チェックを厳重にし,局部的工程チェック

は1週間ごとに,大局的工程チェックは1箇月ごとに行なって,そ

の進捗状態を常に監視しその都度アクションをとった｡

弟3図は工程を内容的にみた線表である｡
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第3図 中央装置総合調整試験工程表

弟3図でもわかるとおり電信交換戟の搬入が遅れたため,システ

ム総合の連動試験は7月以降になった｡その時期までの4箇月間は

橙器関係の総合調整に全力を傾けた｡

弟3図の線真に従って内容の概略を述べてみよう｡

(1)枚器の局部精密試験

(a)各部(コア,TC,FC,MT)の信板度試験

(b)各部(コア,TC,FC,TRC,MT,HSP,Ⅰ6D)の論理

動作の確認

(2)機器間の連動総合調整試験

(a)TCの連携動作確認

(b)FC連携動作確認

(c)MTの連携動作確認

(d)入出力関係の連携動作確認

(3)電信交換機の据付調整

AGT＋EX十COMPめシステム総合試験のための局部および連

携動作試験を行なった｡6月下旬は電信交換放と中央装置との接

続試験が可能なような接続試験プログラムのデバッグが行なわれ

た｡

(4)システム総合連動試験

AGT＋EX十COMPの総合試験は7月からSIについて単独運

転して行なわれた｡線表の中でシステム総合試験が先細りとなっ

ているのは,その分プログラム試験として使用されたことを意味

している｡

(5)プログラム試験

(a)リアルタイムプログラム

プログラムA,B,D,E,F,G(詳細は別稿の｢MARS-101座

席予約システム用リアルタイムプログラム+を参照)の個々の

試験および連携試験,それと並列運転時のプログラム試験が行

なわれた｡またリアルタイムプログラムはブランチ箇所が非常

に多く,入力呼のプログラム(Pr.A)から処理終了(Pr.F)ま

でその多段ブランチの試験は,別途作成された試験プログラム

により試験したものの,長時間を賛した｡リアルタイムプログ

ラムは運用試験中にもときどき"虫”が発見され,その"虫”っ

ぶしは営業開始時点まで続けられた｡

(b)マニュアル操作プログラム

マニュアル操作プログラムは計1万数千語にも及ぶため,コ

ア(4,000語)常駐は制御プログラムのみとし,ほかはすべてSFD

に収容した｡

(c) CC特殊操作プログラム

マニュアル操作プログラムと同等に処理された｡

(d)統計プログラム

統計のうち日報は,AGT別の売上集計をセミリアルにAGT

にフィードバックするものである｡MTに記録される原始情
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報ほAGTなどの障害原回線,ちなみにより,矛盾したデータと

なることもあー),集計結果がAGT側と合わないこともあり,

その対策には一苦労した｡

以上プログラムとして全般的に言えることは,少ないコアメモ

リを使用して,決められた枚能をどのように満足するか,メモリ

配分とともにプログラム作成にほ相当苦労した｡試験を施行して

みると.こうしたいああしたいという要求ほ,割当てられた少な

いメモリスペースの中でやりくりするので,そのプログラムテク

ニックは相当のものである｡ちなみに4Kの内訳を述べてみると

リアルタイム関係3K,その他1Kとなっている｡その他の1K

のうち,500語ほCC特殊操作･マニュアル操作の制御関係,共

通のWOrking storageほ500語である｡

5.喘局装置の設備

端局装置は全国の駅,交通公社および交通公社営業所など切符を

発売する箇所全部に設置することが理想であるが,設置や維持に要

する経費と,旋客に対するサービス程度などを考慮した配置基準,

将来増の推定その他に基づき配置された｡

昭和34年度において,発売実績が1日当たり平均50枚以上の窓

仁｢ご,全指定券の約90%,30枚以上で約95%が発売されている｡

この実績から,直接予約(端局装置で切端を印刷して発売する)を90

%,間接予約(電話による申込みに対し,センターの端局で予約し,

その結果を申込箇所で手記にて発売する)を10%,全体の端局の装

置の総合能率を70%とし配置基準を定めた｡

この配置基準に,自動化対象業務の将来増を加味して実際の配置

が決定された｡第1期工事(端局装置83組)では,東京発下り列車

を自動化の対象にしたため,東京周辺を中心とし,名古屋,大阪な

どの大都市の駅,交通公社営業所に設置した｡

第1期工事による地域別設置数は次のとおりである｡

東京地区:66組,東北,北海道地区‥ 2組,中部地区‥ 4組,

大阪地区:5組,中国,四国地区:3組,九州地区:3組

端局装置の設置箇所は東京都内をはじめとし,繁華街の駅あるい

ほ交通公社営業所で,端局装置の搬入の大部分は日中の自動車駐車

禁止の時間帯をさけ,夜間行なわれた｡

据付,配線工事にあたっては,据付場所が在来の指定券発売窓口

ゆえ,常時現金を扱っており,騒音,人の出入りなどにより係員の

取り扱いまちがいを惹起する可能性も十分考えられ,騒音をできる

だけおさえることはもちろんのこと,工事作業員の人員をも制限し

て施行にあたった｡また,取付場所が非常に狭いため,工事の作業

内容によっては出札業務の一時中止をせざるを得なかった｡

端局装置設置場所の環境については,そのほとんどの箇所が電子

機器設置場所としてふさわしくない｡空気調和装置などはなく,じ

んあいと高温による端局装置への悪影響が考えられるとともに振動

の問題,設置場所のスペースの問題などもあげられる｡前者につい

ては部分的ではあるが,空気調和装置が設備されつつあるし,将来

は全箇所に設備されることと思う｡後者の振動に対してはコンクリ

ート基礎を作成し弊害の軽掛こ努め,スペースの点については点検

保守を容易にするため,制御機台をローラ式とし移動ができるよう

にした｡

据付,配線に引き続いて端局装置調整試験が行なわれ,その結果

制御機,印刷機に種々の改良が加えられ,端局装置の総合稼動率並

びにサービスレベルの向上が図られた｡おもな改良点を次にあげる｡

(1)指定券用紙(印刷用紙)の改良

3片口ール式用紙(本紙＋カーボン紙＋控紙)はセット時の微

少のずれが紙送り中に徐々に積分され,印刷不能の原因となって

いたが,2片折たたみ式(本紙＋控紙)に変更し良好な動作の持

続が得られた｡

(2)脱 字

制御機には印刷機が,一字印字するごとに送出する終了信号

(アソサパヅク)による方式を採用していたが,終了信号発生部の

動作不良(物理的)により脱字の現象がみられた｡これの解決策と

して,印字の制御をすべて制御横側でやる方式を採用した｡

(3)そのほか

誤印字に対する印刷機の改良,イソクパット受皿の取付,指定

券用紙カッター(ペーパナイフ)の改良などが行なわれた｡

以上のように,関係各位の理解ある協力により,MARS-101シ

ステムとしての端局装置の設置(第1期工事分)が行なわれた｡

占.空調機と電源

る.1空 調 横

乗車券事務所の2暗にある計算機室,操作室および1階の事務室

に冷凍能力15RTパッケージ形空調機をそれぞれ1台ずつ,合計3

台設置した｡2階は,塵挨と空調負荷を考慮し,建物自体を無窓方

式とした｡

装置の制御面について述べると,凰導用ダクトを1階と2階各室

のパッケージに接続し,2階のパッケージのうち1台故障しても,

1階のパッケージを故障俄に振替運転し,ダクトの接続変更を,ダ

ソパ操作により行なうと同時に,検知器の切替も行なうこととした｡

このようにして空調機故障のため,計算棟を停止することのない

よう注意をはらった｡

次に,温度条件は22℃を標準とし,30分に2℃以上の温度傾斜

があってはいけないというかなり厳密な条件であるので,2階に設

置した空調段は,電気ヒータ7kWを6回路用意し,温度変化に比

例して何組かのヒータを接断して,設定温度を維持させる電気比例

式ステップコントロール方式を採用した｡他方,1階の事務室に設

置した空調機は,通常のコソプレヅサのON,OFF方式の制御を行

ィダ′
滋さン

ノ ノ

∠ユ ∠±
/

DP5

ご

ノ

/‾

口P6

DPT

△ ∠ユ

ハ ハ ハ ハ

操作室

上〕2

ー､__l 十三/
P3

,

l

計算〉二怯三三

2FIL

/′l
/

DP8

l

ン

ノヾ

′グノ ′ガン
〆/

′〆7 /♂ ′クア
ィふ

只 只 DPl DP3占
ハノ

ミ提糊室ン

1FL

Pl

′ク /拶′ Jダノ ′戎㌢ メ㌢/

第4図 空 調 横 配 置 図

RI R2

JI

Cl

[
C～

pT

･F巨1
L;L

′カム

‾‾‾‾‾若ユト｡【′しモ_タ軸

第5囲 制 御 回 路

-135-



1066 昭和39年6月 ⊥ム

第6図 MG と EG

ない,障害時には,さきに述べたように検知機の切F)換えを行な

い,ステップコントロール方式の制御としたっ

湿度条件は,40～60%という条件なので,通常のON,OFF方

式を採用した｡

ミクロン程度の塵挨の除去を考え,静電方式のフィルタも検討し

たが,スペースの問題と計算機宅に水道を引くことを好まないため

と,計算機にノイズを与えることを恐れ,アラミラスをろ過器とし

たエアフィルタを採用した｡

d.2 電 源

MARS-101システムは,非常に高い信頼度が要求されるので,安定

化電源としてクレーマ方式の電源を採用し,走周波定電圧にすると

同時に,オンラインリアルタイムシステムとしてのデータ保護のた

め,停電になっても1秒間はフライホイールから安定電源を供給で

きるものを採用した｡電源機器としてほ50kVAMG一式と100kVA

のEG一式を設置した｡

入力電源は国鉄の円家用電源で電灯高圧と信号高圧の二系統を受

電し,常時受電している電灯高圧が異常の場合は,瞬時に信号高圧

に切り換わるようになっている｡また両高圧とも神田変電所と日暮

里変電所の両変電所から受電をし,異常時には%秒程度で切り換わ

り,実際にほ四系統受電と同じである｡

MGは50kVAのクレーマ方式の定周波定電圧装置で,入力電

圧200±30V,周波数48～51c/sに対し,負荷が35%急変しても

出力電圧200±8V,周波数50±0.3c/sが保証されている〔また,

停電時に全員荷で,1秒間はほぼ上記出力を保つようになってい

る｡

これだけならば一般のMGとあまり異なるところほないが,リ

アルタイムシステムのため,電源からの各種異常信号を計算機に与

え,計算機内でレジスタ顆の退避を行ない,電源装置側に停1H旨令

を出している｡もう少し詳しく述べよう｡

電源からの異常信号

出力電圧異常

出力周波数異常

入力電源断

軸受温度上昇

過速度

整流フアン異状

出力過電流

計算機への信号

瞬断信号(K60)

1秒後断信号(K61)

3秒後断信号(K62)

評 論 第46巻 第6号

ラムが割込み,AGTからの新入力を受付停止し,現在処理中の呼

のみ処理すると同時に確認符号の受信を待つ｡そして,3秒後計算

機電源を切断し,MGへOFF信号を出す｡

瞬断信号の場合は,出力電源異常なので計算機に正常な仕事を期

待できない｡したがって各種フリップフロップとレジスタ輯の退避

を行ない,MGに瞬断の指令を出しているっまた,いずれの場合も

MGから計算榛へ異常信号を出すと同時にEGへ起動信号を出して

いるっ

EGは,MGの故障,オーバホール,停電時の予備棟として設置

さjlているり容量は100kVAで,停電時に最低限の室内照明,空調

梯,AGT,換気扇などに供給できるよう考慮されている｡またEG

の異常信号も入力電源断を除いてMGとほぼ同様な軌､である｡

7.座席予約発売通知書印刷機

唾庸子約業務にほ,座席指定券および寝台券の発行に関する仕事

のほかに,"発売通知書''の作成および伝送という仕事がある｡こ

の発売通知書とほ列車が始発する時点の発売状況(車両,等級およ

び区間別発売状況,その他情報)を車掌が見やすい様式にまとめた

ものであり,始発駅において車掌に手渡されて旅客案内および余席

活用などに用いられる｡したがってできる限F)始発まぎわの新しい

情報を即刻に伝送するのが理想とされる｡

従来の人手方式においてほ,乗車券センタで座席台帳をもとに手

記または複写器によって作成され,直接または電報により車掌に手

交されるものである｡

これが自動システムにおいてほ,座席の管理が数箇所の中央装置

で集中して行なわれるため,中央装置設置場所と始発駅とは一般に

遠隔となり,また原始データの関係で新たな様式の通知書を迅速に

k達するための系を構成することが必要となった｡

この印刷機は国鉄および東方電機株式会社によって協同開発され

たもので,始発駅において6単位の紙テープとして受信されたもの

を,印刷機にかけることにより一定様式で再生印刷するものである｡

以下に本印刷機のあらましを述べる｡

7･1設計の要旨

本印刷機の設計に対して特に考慮された点をあげると次のとおり

である｡

(1)伝送時間の短縮をはかるため1座席,1区間を6単位テー

プの穴1個に対応させて一定様式化した｡

(2)既設の一般電信同様(50ポー)が伝送路として共用できる

ことっ

(3)小形経済化

(4)信軽度の向上を図るため,一般テレタイプのような機械的

印し}二方式を廃して模写印字方式とした｡

/､↓ノーキー‾7

卜】
トー‾7.,鯛川ニ

i--‾｢横川F.ノlに

補帖器

上記のようにMGからの各種信号を計算機に与える場合,三つに

大別されている｡3秒後断信号は主としてMG機器異常の場合の信

号で,表示フリップフロップK62がセットされると同時に割込フ

リップフロップKlがセットされる｡Klにより電源停止のプログ
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7.2 構 成

木印刷機は第7図にホすように次のi工費J祁カ､1〕伐りた′_)ている〔､

(1)テープ読取祁

6一利☆二紙テープ符り･のふじÅ月か)を子ナなう光電式テープリーダで

ある｡

(2)位相制御およびテープ機構部

6中位紙テープと用紙面の印字位蹴の卜判りjをとるための砧l+御を

テナなう〔

(3).言d鑓｢■苅;

車い1日番号,′こ草根二fJよび出生辟,ニのil約ずみなどの衷ホむ"--”iてl+で

～寸■なうためのもので,ヘリックスドラムなどで成りたりている√､

(4)印刷部

弟9図にノJミすようi･こ様式の印刷を行なうJ祁クトごあi),仁り刷ロー

ルなどから成i)たっている｡

(5)紙送i)機構

位相制御部の制御をうけて,紙テープと卜利別Lて所走速度で川

紙を送る部分である｡

7.3 機 能

本印刷機は弟8図にホすように6呼･位紙テープ符ゝ三･をふ■+九取って

舞9図にホす様式の発ノ占通知若を1判別作成するものであり,一卓l■tJ

の肝f:に要する時間は約20秒である｡なぉ,本印刷機の電源は,
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7.4 今後の問題点

本仁‖刷鰊ほ仁三送路に既卜没の▲般電信lリ】線を利用することを考えた

ため,紙テープで一度受信したものを人手により印刷機にかけるこ

ととLたが,取扱列卓の増加などから考えて将米はさらに伝送時間

の短縮が要成されることと思われるし,また,受信交換網の発達な

どを考えると受信側で人手を介す必要のない方式,すなわち,受信

符り･を直接受信して[り字する方式を開発する必要があると思われ

る｡

8.総 合 調 整

8.1工事のあらまし

中央装檻は昭和38年初めから設置,調整が子Jなわれ,38年6月

ころ,だいたいの調整が終了した｡中央装置と並行してプログラム

の作成が進められ,38年8月ころひととおりのプログラムができ上

がノー､た｡一方端尚装置および伝送路は36年度末より二L事が行なわ

れ,37年駐中に二l二審が完/している｡このような条件のもとで,38

咋9月より今岡的総合試験が数次にわたり実施され,着々と成果を

上げながら,38年12月システムの完成を裁たのである｡

8.2 総合試験の目白勺

(1)端局,伝送路,電信交換隣,中央処理装置を総合したシス

テムとしての機台巨の確認

(2)保守および営業関係者の教育･訓練

(3)初期故障のデバ､ソグによるシステムの′安定化

臥3 試 験 方 法

端局装置側では種々の操作種別を組みf‡わせ,発信時刻をあらか

じめ決めて全端局一一斉発信を行なったり,あるいほランダムに発信-

したりする｡中央装置側では,列車デー_タ,プログラムをl[常に収

縮し≠引1定例の各種の操作,および異′常時の措置など,営業状態を

想ぶして運用を行なった｡卜記の操作を行なった場合の各部の動作

状態を調度した√､

8.4 試 験 結 果

8.ム1第一次総合試験

9月卜fり胞子f,東阪特急4個列車(約2,0nO座席)を収容Lた｡

端局側操作は料金集計を除く全操作を,中央装置側操作は発リヒ

開始,倖備蓄替えを行なった｡

端局装置:初期不良がかなF)発生した｡lてIj刷機の機械部分,

制御器の電子担l路部分に多く,ほとんど再凋解,恥l【1交換によF)

止常古こ凹復した｡

電信交換機:全端局一斉同時発信の高トラフィックの際にト

ラブ′しが発生L,回路変史により措置した｡

中央処理装置‥ 論理回路ミス,プログラムミスがあー),何路

変更,プログラム修正により措置した｡

8.4.2 第二次総合試験

11月ヒf=り施行,各種の列車13同列申(約5,500座席)を収′≠享し

た._∴端I.-=則拙作は料金鯨汁を除く利発作,小央装i鞋側操作は発リヒ

-137-
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第11図 プログラム機能の拡大

Iii+始,l川一書韓,肘軒一占件,ト+1体一千杓,充リヒ触留,陳留解除,I火二

間制限解除を干上なった｡

端I詩装荷:郎胴と同様であ･-,たが件数はi械少している′､

一.盲信交換機:一部障繋が発ごlミLたが,Lリー格安如によ叫削乾し

_ト_

■い火姓舛袈粁:ソログラムミスがあり,プログラム≠別÷によ

り梢探した｡

8.4.3 第三次総合試験

12ノ川巾施子J･,営業特収縮子址の仝列巾37個別巾(約17,000

肘軒)を収容した｡端し)側撹作は料金鮎トも子‾fな一つた′｢■い央装樫

側拙作は発′左通知乱 料金架.汁∴別当満員状況通報を加えた｡

矧.三)装躍:前川と同様でさらに件数は減少した｡

献言交換機:高トラフィック帖に障繋が充ノlミしたれ 川路変

如により指揮しfニ､

･l-火処月鵜粁:山加ソログラムにミスがあi)幡+卜な子j■▲なった､

8.ん4 ま と め

矧‥嬢粁ごは初肌牧障的障繋が大J■子l扮を-1iめ,.拭験使川と並付

して対策をと一〕たため,次第に減少してr‡iH掛よなくな一)た･｢-▲例

な弟10図にホすっ･t引言交換機でほ高トラフイ､ソク時に多くトラ

ゾ′しが充三卜したがl叫路修11ミにより解決した｡l-1-火処月L装揖では金

物閑掛こはl!q越ほ少なく,ほとんどプログラム･データのミスで

あ一つた｡プログラム倣能の拡人状況を第11図i･こ′Jけ｡

9.養成および訓練

いかに精稗な倣肘亡あノ〕ても,またいかに複雑な処雌のできるシ

ステムであノーても,それを扱う人間が扱うにたる机敵,技術をす㌢)

ていなけJLば,仏作つて魂入れずということになる｢.

MARS-101システムほ乍榔こ多数の端J‥)装躍を鮎挺L,肘括j′･

約業績という国鉄の重要なサービスの一つを扱う,大規模なリア′し

タイム処理システムであり,また絹束このような電ナ技術を出鉄の

各種業務にとり人れてゆくための人材を確保するためにも,このシ

ステムの運札 保寸管理ほ国鉄自身で行なわなければならないとい

うガ針が早くから出さjLていた｡.
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期 間 l人員

37年7月10日､8月24印 20

37年9月27日～11月9日■ 22

≡三笠;岩警呂二£完喜喜;∃l壬喜

三言三三ニi三三2:ミニ是岩…;:;!;3

受 上馬 対 象 二者

L保亡1:菖局,電+二課員

き地力教習所講師,保!､千古

保守老,ソロプラて 学園講師

本礼局課員,トム:設計老

体′二1:昌一,ソり-ツ√ラ▼′

本祉し)課員

1い･卜火炎汚引米(､■jニ分什芝.溝占-J)▲f■H;は‾′1J7■∴テム分fこl･も受.溝しぅ㌧.

このためMARS-1()1システムの姐設1満壬とあj)せて,鯉一役心よ

びf米`､'+二運転に方今を脱するために,1日鉄桃内に+ゞ什ぶ1叫とLて弟l

表のような美風汁帥jがたて[)れ実施さjtた〔

l一三l鉄胤勺の電j∴.il･第二機恍一､■j:経験=芹といえばわずか10名組立MA

RS--1の保一､■J:苫がいるたけで,それもプログラムについての知戚は

特撫であり,システムとしても比較にならないほど復純化している

ため,MARS-1保`､■J‥古も含めて約40字■が教育の対象となノー,たっ

まず,37年4月25日,第11可小央装荘到来寸分村の数台がほじま

った｡この教育はR､1(製作所に委.言亡され,MARS-101システム設

計存を満帥とし,小央装揮抹`､ト㌢定一礼
_1二車設計者,国鉄小火一､j′爛

満仙を対象に2筒パ間,い壕1二場で実施された∩

この講判まシステム弓三体の概要,卜】路岡による基礎教討,摘ん一様

掛米′､1:実習が折り込まれ,設計段l堵ですべてに`′ヒ全ではなか一ノ,たが

そのl-j的な達することができた｢

この際､1:分村な受講したq】火半周.満帥を小心に伺鉄郎l勺教育とし

端I‥)矧鞋保寸分附か37年7月1011より射鉄端J占装躍快`十古および

地力教科所.溝帥を対象に`‾尖施された｡

ここで数台をうけた地ガ教即汎削仙£さ仁〕にそれぞれの地ノノの端

り装楷†米`√古の数台を如当した｡

こうしてMARS-101システムの掛川占の兵成ほ38iF夏までに端

.l‥ほで一心終/Lたわけである′､

･几 プログラマに√〕いても,小火､f順に心いてl-l､■′二製作所技術

員心よび鉄道技術研′先所員を.溝帥とし,プロダラーノ心よび中央矧群

快＼卜占を対象に前後2い利こわたり実施された.･｢

しかしプログラムはMARS--101が開発段階であ一,たために基礎

汲#にとどまり,`大空引1りには払i辻に作う一夫l尉′一三業に従■おこしなか[J,

プログラマとして成長Lた｡

このようにして38勺鳩には組織的には人ソ亡成でほあー,たカ＼.言l

l山汀】勺養成はすべでよrし,し鴻の進捗にあわせ,山木L恋しlの掛員,

小火装音符オペレータを含めた1モ体的な訓練が榊析されることにな′)

た.､この訓練ほプログラムデバッグを兼ねて,38年9月26卜lかド_J

7州糊の第11uり削言総/‡.試験な止り+りに,冶1州三†業.洲練を101j

7l‾ほ､ら10H問と交/=･こ通信総合.拭験と一さ呈キ某.訓練を,39j卜2ノーJ23

11の掛川棚台までそれぞれ5lリけJ･なった∩通信総介.試験の場合は1モ

端人様掛こ通信関係省がつき,通常トラヒック,高密蛙トラヒッグ

を中央装掛こかけ,斬らLいプログラムが正常に動作するか≠手かの

確認を行ない,次いでさ迂業訓練でその確認さjLた状態で窓‖オペレ

ータの取扱訓練を子Jなった川十である｡同時にLt-∫央矧醐けでは†机‥

れざゴよびオペレータの.訓練な実施して,2ノ=一巾までにすべての訓

練を-ノ亡rした｡

10.緒 言

終オ)i)に,使用者側,メーカー側の協力のもとにこの膨大なシス

テムを完成することができた｡関係のかたがたに深く感謝する次第

で占)る.､
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